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1. 私たちの「両利きの経営」について



「両利きの経営」① 既存事業の深化と新規事業の探索の両立

既存事業
の深化

新たな
事業機会
の探索

✕両利きの経営 =

ホットリンク

海外

DaaS事業 Web3関連事業

国内

SNSマーケティング
支援事業

クロスバウンド
事業

国内事業担当
㈱ホットリンク
執行役員 CEO

桧野 安弘

代表取締役グループ
CEO & 海外事業担当

内山 幸樹
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「両利きの経営」②両利きの経営の歴史

両利きの経営の歴史

1990年 2021年

Web3
分散 (2021年～)

Web2.0
双方向 (2005年～)

Web1.0 
一方通行(1990年～)

2005年

ブログ構築サービス

クチコミ分析サービス

SNSマーケティングサービス
クロスバウンドサービス

コミュニティ型
検索エンジンサービス

Web3関連事業
既存事業
の深化

新たな事業機会
の探索✕

ホットリンクは、常に両利きの経営で成長してきた
次なる事業を探索するタイミング
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「両利きの経営」③ 両利きの経営による直近の売上成長
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数年前の新たな事業機会探索が、現在の成長の原動力に

既存事業
の深化

新たな事業機会
の探索✕

既存事業

新規事業

炎上監視e-ｍining事業
(2018年譲渡済)

SNS分析ツール
（SNSマーケティング支援業）

2015年

DaaS事業

2018年

SNSマーケティングサービス
（SNSマーケティング支援事業)

2017年

クロスバウンド事業

新規事業

既存事業



「両利きの経営」④ 現在の領域
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ビッグデータのマネタイズにおけるステップは

収集・分析・活用の３つ

収集

活用

分析

ビッグデータ

ステップ３

ステップ２

ステップ１



SNSマーケティング
支援サービス

越境EC支援

中国マーケティング
支援サービス

クロスバウンド事業

収集

活用

分析

DaaS事業

「両利きの経営」⑤ 現在の領域における事業展開
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SNSマーケティング
支援事業

SNS分析ツール
中国ビッグデータ

分析サービス

当社グループは、ソーシャル・ビッグデータ市場において、

収集・分析・活用 の３領域を統合させた事業を展開



「両利きの経営」⑥ ユニークな事業ポートフォリオの実現
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高成長率を実現する事業ポートフォリオ

SNS

デジタルメディア
検索エンジン

マスメディア

大手
広告代理店

独自の
SNSマーケティング

メディア

発信者

大手
デジタル

広告代理店

新興
コンサルティング

ファーム

大手
PR会社

SNS専業
広告代理店

メディア広告主 一般消費者

SNS運用
代行業者

新興
PR会社

クロスバウンド
（越境EC）

インフルエンサー
マーケティング

企業

DaaS

YouTuber
事務所

成長率
+30-40%

マーケティング支援企業のポジションニングマップ
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2. 業績サマリー

～ポートフォリオ経営の実践で、上期は計画通り着地～



業績サマリー
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代表取締役グループ
CEO & 海外事業担当

内山 幸樹

• 過去最高売上(2Q･上期ともに)を更新。事業ごとに濃淡はあるものの、
ポートフォリオ経営を通じて、上期の営業利益は計画比上振れとなった。

• 国内事業については、２事業(以下、図参照)とも外部環境の変化を主な要
因として当1Q比で伸びが鈍化した。一方で営業戦略が奏功し過去最高売上
(2Q･上期ともに)を更新。

• 海外事業については、DaaS事業は値上げ･円安が寄与し上振れ着地。
Web3関連事業は、投資で一部評価損があるものの、投資事業を行う子会社
Nonagon Capitalを設立するなど、同業界のボラティリティに対して攻め
と安定の両立を図る事業展開を模索。

上期売上高
(百万円)

上期の概況・インプレッション 市場環境・今後の事業展開

国
内

SNS
マーケティング
支援事業

958
YoY+6.7%

• 通期計画に対して上期業績は計画通り着地

• InstagramなどSNS関連の顧客需要に対応に向け人員強化

• 国内外の情勢の影響を受けて一部の顧客から需要の減退
が散見されるが顧客ポートフォリオ拡充で対応

• 顧客ポートフォリオの拡充(Fintech･通信など景況感に左
右されにくい業種)

• 業界の垣根を超えた協業

• 社内外のリソースを活用するなど販管費コントロール強化

クロスバウンド
事業

1,444
YoY+69.9%

• 通期計画に対して上期業績は下回って着地(売上のみ)

• 上海のロックダウンによる物流網の混乱もあり売上が減少
した。ロックダウン解除後は売上が急回復している

• 越境ECがロックダウンの影響を受ける中で、プロモーショ
ンサービスに注力、1Qに続き計画の倍近い売上となった

• 下期はコロナの影響を鑑みながら、主力事業である越境EC
プラットフォームへの成長投資を継続する方針

• 営業面ではアフターコロナを意識した顧客への提案を積極
化(Ex.リベンジ消費･商戦を見越した営業活動)

• 訪日外国人及び海外在住の消費者に向けたマーケティング積極化

海
外

DaaS事業
982

YoY+10.8%

• 通期計画に対して上期業績は上振れ

• 大手顧客向け値上げが進み、単価アップ

• 売上利益面で円安効果も寄与した

• SNSデータアクセス権保有メディアと良好な関係構築

• ロシア･ウクライナ情勢による世界的な影響は注視

• 大手顧客向け値上げは継続

新規事業
(Web3等） -

• 投資事業を行う子会社Nonagon Capitalを5/24設立

• 2Qは事業の立上げが主な活動
• Nonagon Capitalを通じてWeb3関連企業の情報収集や出

資を行う方針

(注) Web3関連投資は、ブロックチェーン・スタートアップを対象とした海外の投資ファンドへのLP出資。



連結業績（PL）(IFRS)
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2021年
12月期上期

2022年12月期上期

実績 YoY増減率

売上高 2,635 3,385 +28.4%

売上総利益 927 941 +1.6%

売上総利益率 35.2% 27.8%

販売費及び一般管理費 854 877 +2.8%

販管費率 35.2% 25.9%

その他収益・費用 4 6 +70.0%

営業利益 77 71 △8.2%

営業利益率 2.9% 2.1%

金融収益 147 164 +11.3%

金融費用 9 329 +3505.0%

内 金融収益･費用に含まれる有価証券の評価損益 82 △317 －

税引前利益 217 △90 －

当期利益 160 △60 －

• 売上高は過去最高を更新。クロスバウンド事業やDaaS事業が業績を牽引

• 売上総利益率の低下は、先行投資を行っているクロスバウンド事業の売上構成が増加したことに
起因する。一方で販管費コントロールを利かせることで営業黒字を確保

• Web3関連の海外ファンドへのLP出資が317百万円の評価損を計上した

（金額単位：百万円）

(注) 金融収益に含まれる有価証券とは、 Web3関連のブロックチェーン・スタートアップを対象とした海外ファンドへのLP出資。

(注)



Copyright © 2002-2022 Hotto Link Inc. All Rights Reserved.

3. 第2四半期業績について
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決算サマリー① 連結売上高 第2四半期ベースで過去最高売上
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第２四半期では過去最高売上
クロスバウンド事業やDaaS事業が業績を牽引

炎上監視e-ｍining事業
(2018年譲渡済)

715

944

1,389

1,256

1,379

1,681

2,254

1,604

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q

2018年12月期 2019年12月期 2020年12月期 2021年12月期 2022年12月期

連結売上高
YoY

+29.1%

(注) 当社の国内事業は、売上が偏重する季節要因がある。
クロスバウンド事業は、中国の独身の日の影響を受け第３四半期および第４四半期に売上が偏重、SNSマーケティング支援事業は、顧客の期末予算消化や年末商戦
の影響を受け第４四半期および第１四半期に売上が偏重する傾向がある。

連結売上高 四半期推移
（事業別積上げ）

(百万円)

クロスバウンド事業

SNSマーケティングサービス

DaaS事業

SNS分析ツール

1,780
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（旧SaaS資産の除却 △178）

決算サマリー② 営業利益の推移
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(百万円)

成長投資と販管費コントロールを行い

８四半期連続黒字化を達成

（Effyisのれんの減損△759）

2Qの要因

• インバウンド回復を想定し、クロスバウ
ンド事業への先行投資を行った。

• 期初より実施していた人材採用のスピー
ドを加速。(1Q 3名増員、2Q 11名増員 )

• 一方で、リファラル採用の積極導入によ
り採用コストを低減



決算サマリー③ B/S(IFRS)
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親会社所有者帰属持分比率 56.5%と、財務は引き続き安定

2021年12月期
2022年12月期

第2四半期
前期増減 主な要因分析

流動資産 3,444 3,216 △227
• 2020年度の事業譲受対価の支払等

により現金及び現金同等△103
• 売掛金回収等△151

非流動資産 3,870 4,127 +256

• 円安により のれん+263
• 持分法適用会社の株式交換分は、
非流動資産内でその他の金融資産
へ置き換わった

• Web3関連投資は、新規投資+137, 
為替による増加+59, 評価損△317

資産合計 7,314 7,343 +29

流動負債 1,123 1,203 +80

• 借入金の返済期間が近づいたため
長期借入金を短期借入金に振替等
により 短期借入金+210

• 未払消費税、事業譲受対価の
支払等△144

非流動負債 2,059 1,715 △344

• 短期借入金への振替により
長期借入金△136

• 事業譲受対価の支払等△100
• 繰延税金負債△82

負債合計 3,183 2,919 △263

資本合計 4,131 4,424 +292
• 円安による海外子会社為替換算調

整等+331
• 利益剰余金△45

負債資本合計 7,314 7,343 +29

親会社所有者帰属
持分比率

52.9% 56.5%

（金額単位：百万円）

(注) Web3関連のブロックチェーン・スタートアップを対象とした海外の投資ファンドへのLP出資は、非流動資産に含まれる。
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決算サマリー④ B/S(IFRS) Web3関連投資の資産額推移

ファンドAへ
出資41 

41 41 41 41 41 41 

新たにファンドBへ

出資115 
115 115 

新たにファンドCへ
出資30 30 

新たにファンドDへ

出資137 

出資額から増加分

304 

円安による増加分
25 
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(百万円)

出資額

2倍

(注) Web3関連投資は、ブロックチェーン・スタートアップを対象とした海外の投資ファンドへのLP出資。
出資先のファンドが、投資前のアセットを仮想通貨で保有している場合、限定的ではあるものの、PL・BSに影響を及ぼす場合があります。

Web3関連投資 資産額 四半期推移

652

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q

2021年12月期 2022年12月期

123 123

540

777

601

第2四半期では、評価損を計上しているものの資産は652百万円となり

出資額に対して2倍に増加

41



決算サマリー④ B/S(IFRS) Web3関連投資の資産額推移(評価損詳細)
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2021年
12月期上期

2022年12月期上期

実績 YoY増減率

内 金融収益･費用に含まれる有価証券の評価損益 82 △317 －

ファンドB、Ｃ、Ｄについては、2022年12月期第2四半期時点で評価損益は出ていない

(注) 上記の表は、連結業績（PL）(IFRS)スライドの表から当該部分を抜粋したもの

私たちの考え方

• 短期的な目線での投資は行っていない

• 第2四半期では、評価損を計上しているものの、資産は652百万円となるなど
出資額に対して資産は2倍に増加している

2022年12月期上期
金融収益･費用に含まれる

有価証券の評価損益

2021年12月期
(2021年12月末)時点の

ファンドAの資産額

2022年12月期第2四半期
(2022年6月末)時点の
ファンドAの資産額

△317 ＝ 662 － 345
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国内事業について

SNSマーケティング支援事業

クロスバウンド事業



国内事業① 第2四半期ベースで過去最高売上
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2事業共に過去最高売上を更新
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国内事業売上高 四半期推移
（事業別積上げ）

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q

2018年12月期 2019年12月期 2020年12月期 2021年12月期 2022年12月期

炎上監視e-ｍining事業
(2018年譲渡済)

国内事業担当
㈱ホットリンク
執行役員 CEO

桧野 安弘
（第2四半期ベース）

YoY
+31.1%

353 365 384

514
411

390

496

750

512 505

603

927

794

955

1,294

1,821

1,251

(注) 当社の国内事業は、売上が偏重する季節要因がある。
クロスバウンド事業は、中国の独身の日の影響を受け第３四半期および第４四半期に売上が偏重、SNSマーケティング支援事業は、顧客の期末予算消化や年末商戦
の影響を受け第４四半期および第１四半期に売上が偏重する傾向がある。

(百万円)

クロスバウンド事業

SNSマーケティング支援事業

1,151



国内事業② SNSマーケティング支援事業の売上高推移
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第2四半期では過去最高売上

SNSマーケティングサービスが牽引

炎上監視e-ｍining事業
(2018年譲渡済)

253
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278

242

217 211

236

292
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+4.8%

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q

2018年12月期 2019年12月期 2020年12月期 2021年12月期 2022年12月期

SNS分析ツール

6％

SNSマーケティング
サービス

19%

2Q連結売上高に占める
SNSマーケティング支援事業の割合

クロスバウンド事業

海外事業

(注1) SNSマーケティング支援事業は、顧客の期末予算消化や年末商戦の影響を受け、第４四半期及び第１四半期に売上が偏重する傾向がある。
(注2) SNSマーケティング支援事業は、SNSマーケティングサービスとSNS分析ツールにより構成。

2Q振り返り

⚫ セグメント全体で計画
通り着地

• SNSマーケティング
サービスは、二桁増収
と企業のSNS活用など
の旺盛な需要の取り込
みに成功

• 一方で、円安を主要因
とした原材料高に起因
する顧客の販促費抑制
が散見されたことから、
景況感に左右されない
顧客ポートフォリオの
拡充に努めている

• SNS分析ツールは、
計画通り減収で着地。
売上と販管費のバラン
スを鑑みながらキャッ
シュカウ事業として継続

SNSマーケティング
サービス

YoY
+10.6%

SNS分析ツール

YoY
△9.2%

SNSマーケティング支援事業
売上高 四半期推移

SNSマーケティングサービス

SNS分析ツール

500



国内事業③ 今後の成長に向けた３つの取り組み
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1. 顧客ポートフォリオの拡充

• 現在は食品･飲料などの消費財や外食関連の比率が高いが、Fintech及び通信･エネルギーな
ど景況感に左右されない業種の比率を高めることを目指す

2. 業界の垣根を超えた協業を目指す

• 顧客ポートフォリオの拡充に加えて、顧客単価を上げるまたは新規顧客の獲得に向けて、
業種業界の垣根を超えたアライアンスを実施していく

3. 環境の変化に対してコストコントロールを図る

• 業務プロセスの自動化率アップ

• リファラル採用を積極導入しており採用コストと離職率の低減を図る

食品・

飲料系

外食

アパレル･

美容系

その他1

生活必需品

建物賃貸

Fintech

通信･エネルギー

その他2

景気影響 大

景気影響 中

景気影響 小

外食

食品・
飲料系

アパレル･
美容系

その他1生活必需品

建物賃貸

Fintech

通信･エネルギー

その他2

景気影響 大

景気影響 中

注力分野
景気影響 小



国内事業④ クロスバウンド事業
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100
130
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272

194 179

260

458

202
232 256

423

284

333

517

857

1,266

651

510

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

2018Q12018Q22018Q32018Q42019Q12019Q22019Q32019Q42020Q12020Q22020Q32020Q42021Q12021Q22021Q32021Q42022Q12022Q2

クロスバウンド事業
㈱トレンドExpress

代表取締役社長
濵野 智成

2Q振り返り

⚫ 通期計画に対して2Qは売上は
下回って着地

• ストック型売上が、上海のロッ

クダウンによる物流網の混乱も

あり鈍化した。しかし、ロック

ダウン解除後は売上は急回復、

旺盛な需要に対応しながら成長

を継続。

• また、中国Eコマース大手･抖音

(Douyin)において既存顧客の

海外展開支援を本格開始する等

顧客サービス拡充も順調

• フロー型の売上についても、

国内企業の海外プロモーション

等で大型案件を獲得

• アフターコロナを見据えた先行

投資及び戦略的受注を実施

第2四半期では過去最高売上、

前年同期比+53.3%

793

YoY
+53.3%

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Ｑ

2018年12月期 2019年12月期 2020年12月期 2021年12月期 2022年12月期

(注1) クロスバウンド事業は、中国の独身の日の影響を受け第３四半期および第４四半期に売上が偏重する傾向がある。
(注2) プロモーション及びイベントなどの単発の受注をフロー型と呼んでおり、越境ECプラットフォームなどのその他の売上については、ストック性が高いことから、

ストック型と呼んでいる。

SNS分析ツール

SNSマーケティン

グサービス

クロスバウンド

事業45%

海外事業

2Q連結売上高に占める
クロスバウンド事業の割合

ストック型

(百万円)

フロー型

クロスバウンド事業
売上高 四半期推移



データ分析

ブランディング・
プロモーション

流通チャネル・
販路開拓

情報収集・
リサーチ

国内事業⑧ トレンドExpress社（クロスバウンド事業）について

23

MISSION

ビジネスについて

目的別に分析を設計し、
論理的な戦略を打ち立てる

強力なブランディング・
プロモーションの実行

ソーシャルセラーネット
ワークやリアル店舗への
OMO展開で、
“売りにつながる” 流通
チャネル・販路開拓を
支援

データから中国市場、消費者
インサイトの理解を深化

人と世界をつなぐ
データの可能性を追求し、グローバル・ビジネスに成功を

データ分析を基軸とした論理的なマーケティングで、中国市場攻略をワンストップで支援

(注1)ソーシャルセラーとは、ソーシャルメディアを使って、消費者に近い目線で商品の情報を発信･販売する人々。
(注2) OMOはOnline Merges with Offlineの略。 EC・WEBサイトやアプリなどのインターネットとオフライン（実店舗）融合するマーケティングを指す。



国内事業⑨ トレンドExpress社（クロスバウンド事業）の事例

24

若年層の利用者が多い「抖音(Douyin)」での

・ 公式アカウント開設、運用

・使用する動画クリエイティブの制作、広告ソリューション

・ライブコマースの企画、実施

・ECによる販売支援

これらを一気通貫して支援し、

⇒ Z世代へのブランド浸透とEC購買数増加に貢献

事例⓵ 事例②

中国最大のSNS「WeChat（ウィーチャット）」内に、 免税販売向け

「コスメデコルテ」と「雪肌精」のミニプログラム(注)を開設

・ブランドのデジタル上の“ショールーム”として、商品特徴や

ラインナップを紹介

・顧客体験をより豊かにするデジタルコンテンツを順次提供

⇒ 中国消費者との接点増加とブランドプレゼンス向上、

免税店・機内販売数増加に貢献

（注）WeChatのミニプログラムとは、 WeChatユーザーがダウンロード不要で使うことができるアプリ。会社側が開発提供可能で、簡易WebサイトとしたりEC機能をもたせる
など自由度が高い。

花王株式会社 カネボウ化粧品 コーセートラベルリテール株式会社
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国内事業⑩ クロスバウンド事業の事業環境は良好

25

• 越境EC市場は引き続き成長

• 訪日外国人が大幅に回復する可能性が高く、インバウンド消費増加が
見込まれる。また、帰国後に越境ECを通じたリピート購買も期待される

出典：「【訪日外国人消費動向調査】2021年の訪日外国人旅行消費額（試算値）」観光庁と
日本銀行 事例決統計データより当社作成

251

607

1,091

2.8兆円

3.3兆円

3.7兆円

4.3兆円

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

2017年12月期 2018年12月期 2019年12月期 2020年12月期 2021年12月期

(百万円)

1,113

2,974

2017年
12月期

2018年
12月期

2019年
12月期

2020年
12月期

2021年
12月期

(注)折れ線グラフは「令和2年度産業経済研究委託事業（電子商取引に関する市場調査）」令和3年7月 経産省より当社作成

中国 越境EC消費市場規模

中国越境EC消費市場推移と
クロスバウンド事業の年間売上高推移

クロスバウンド事業売上高

(試算値)

(試算値)

(億円)

訪日外国人旅行消費額推移と
米ドル円月中平均推移

(円)
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海外事業について

DaaS事業

Web3関連事業



海外事業② DaaS事業
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サービスの値上げの浸透と円安効果で売上高増加

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q

2018年12月期 2019年12月期 2020年12月期 2021年12月期 2022年12月期

(百万円)

SNS分析ツール

SNSマーケティング
サービス

クロスバウンド事業

DaaS事業
30%

2Q連結売上高に占める
DaaS事業の割合

(社数)

売上高

顧客数

2Q振り返り

⚫ 計画に対して業績は上振れ

して着地

• サービスの値上げ効果

− 2021年12月期4Q以降、

価格改定を開始。

その効果が発現。

• 円安効果

− DaaS事業は、米ドル

計上しており、急激な

円安が売上増に寄与

（換算ﾚｰﾄ 1Q：116.33円

2Q：129.72円

想定ﾚｰﾄ期初：110.00円)

− 現時点で想定レートの

変更は行っていない

YoY
+24.6%

(注) 顧客には成長性の高い企業

群を有しており、顧客数が

下がった期間も顧客単価は

上がり売上増加

DaaS事業
売上高 四半期推移
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4. Web3領域の事業化に向けた取り組み



海外事業③ Web3関連事業

29

⚫ Nonagon Capitalを子会社として5/24設立（主な事業として投資を行う）

⚫ 今後のスケーラビリティをサーチするためのパイロットファンドとして運用を開始する方針

⚫ これまでのWeb3分野での取り組み成果・ネットワークを有効活用することに加えて、海外

でのネットワークを強化

⚫ ホットリンク本体としては、事業の立上げが主な活動となったため2Qへの業績インパクトは

ほぼ無し(注)

⚫ P/L･B/S上のリスクコントロールを意識した事業計画の検討

Web3関連事業の本格立上げに向けて
投資事業の子会社・合同会社Nonagon Capitalを設立

(注) 会社立上費用として約12万円を計上

代表取締役グループCEO 

& 海外事業担当

内山 幸樹

Nonagon Capital 
Founding Partner

岡本和士

Nonagon Capital
代表職務執行者

米津 学
(ホットリンク執行役員海外事業

兼法務担当)



Web3関連事業～なぜ今Web3なのか～

30

• Internet Explorer
• Netscape
• Yahoo!
• Google
• …

• Facebook
• Twitter
• Instagram
• You Tube
• Uber
• …

• BitCoin
• Ethereum
• DeFi
• NFT
• MetaVerse
• DAO

1990年 2021年

インターネット全体の大きなパラダイムシフトのタイミング

ソーシャルメディア

「READ」の時代
色々なホームページを

見るだけ

「READ & WRITE」の時代
見る&発信

情報をシェアできる

「READ & WRITE & TRUST」の時代
見る&発信＆信用

Web上で信用の保証ができる

Web3
分散 (2021年～)

Web2.0
双方向 (2005年～)

Web1.0 
一方通行(1990年～)

インターネットブラウザ

2005年

Web3関連

創
造
さ
れ
た
価
値

• Web2.0の行き過ぎた中央集権化の弊害から、自律分散型のWeb3技術が発展

• 暗号通貨の発行、サービスの非中央集権化、デジタルデータの所有権の明確化、トークンによる

インセンティブ革命、トークンによる自律分散型組織等、ブロックチェーン技術を活かした様々な

イノベーションが次々と発生



取り組み これまで
2022年12月期

第2四半期

インキュベー
ション

東京大学ブロックチェーン・
イノベーション寄付講座

• 2018年の立上げから、設立･運営に参画

• ブロックチェーン技術を活用した事業の企画および実装を
通じて、起業家の輩出を人的･資金面で支援

• 後に海外でユニコーン企業を創業した人材輩出に成功

2021年の第6期
をもって終了

社会実装
多様な家族形態が認められる

社会を実現する
Famieeプロジェクト

• ブロックチェーン技術を活用した
家族関係証明書を発行することで、多様な家族形態の実現を目指す

• 大手企業･自治体を含めた73社が導入（2022年8月末時点）

• NFTアート･チャリティ･オークションを開催、活動資金に

海外の動向
調査

海外の投資ファンドへの
LP出資

• Web3VC・アクセラレーターへの出資

• ファンドの投資先（一部）

事業化 Web3関連事業 ー
•Web3関連事業の本格立
上げに向け、合同会社
Nonagon Capitalを設立

Web3分野への事業化に向けた国内外での取り組み

31

海外のWeb3動向把握のカバー範囲の更なる拡大のため、
海外Web3スタートアップ投資ファンドへ新規のLP出資

Next Web Capital

NEW
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5. 5カ年計画の進捗について
（2020年12月期から2025年12月期）



５カ年目標（2020年12月期から2025年12月期）の進捗について

33

SNSマーケティングサービス
（SNSマーケティング支援事業)

2020 2021 2022 2025

DaaS事業

クロスバウンド事業

SNS分析ツール
（ SNSマーケティング支援業）

43.8億円

200億円

91億円

78億円

27億円

79.8億円

4億円

年間平均成長率
+35%程度を見込む

65.7億円

2020年
12月期

2021年
12月期

2022年
12月期

(業績予想)
成長イメージ図

2025年
12月期

(5カ年目標)

2025年5カ年目標達成に向けて、計画通りに進捗

マーケットの変化に合わせて機動的なアクションを取っていく

事業別売上高の推移

⚫ 新型コロナや円安･原材料高など

事業環境の変化に対しては、

各事業において売上ミックスを

変化させるなど、景気変動に左

右されづらい「執行力」を向上

させており、今後も継続する

⚫ 技術やネットワークを有する

会社に対して、積極的な投資

およびM&Aも考慮する

⚫ 「両利きの経営」を通じた成長

を継続する。自社の事業ポート

フォリオの見直しを進めるほか

新規事業開発も進める

(Web3分野など)



5カ年計画へのWeb3事業の影響について

34

⚫ Web3事業の影響

• Web3事業は5カ年計画に織り込んでいない

• 両利きの経営における「探索」と位置づけた事業であり、主に、投資を通じて

新たな事業機会および収益の獲得を目指す

• 特にリスクマネジメントには細心の注意を払っており、東証や金融庁と

のコミュニケーションを密に行う他、P/L･B/S上のリスクを最小化するために

各種施策を実践していく
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参考資料 1
（各事業について）



国内事業： SNSマーケティング支援事業のビジネスモデル及び差別化戦略について

36

メーカー
ブランド

顧客 ホットリンク

各種SNSメディア等

データの収集･分析･活用までを統合することができる

Only1のデータドリブン･マーケティング会社です

フロー型

（広告･
コンテンツ制作)

ストック型

（マーケティング
支援コンサルティング）

サービス提供

サービス提供

消費者

￥

￥

商品購入

Earned /
消費者の声

Paid /
広告媒体

Owned /
自社媒体

マスメディア期 Web2.0期 SNS全盛期

当社のサービス
提供範囲

←

企業SNS
アカウント

企業HP
企業ブログ

店舗
イベント

SNS上の
口コミ井戸端会議

ブログ/掲示板
口コミサイト

TV/看板/
ちらし

検索エンジン SNS
従来の広告代理店
の提供範囲

←

時間軸

差別化ポイント

収集

（データ収集）

分析

（データ分析）

活用

（データ活用）

1ストップで提供できるのは当社だけ

広告出稿

ビジネスモデル



SNS上のクチコミを活用して、お客様がお客様を呼び続ける
独自メソッド「ULSSAS（ウルサス）」で数多くの企業の売上げアップに成功

新商品のアイスについてクチコミをしたく
なる仕掛けを施す→クチコミをする

さらに詳しく知りたくなったら
Google検索する

アイスでカクテルを作ってみた等の
体験についてクチコミしたくなる
仕掛けを施す→拡散のサイクルがまわる

共感を呼び「いいね!」する新商品のアイスを
購入する

国内事業： 独自メソッドを活用した成功事例

SNSで新商品のアイスの認知と関心が
高まり、まずはSNSで検索する

関連する当社のサービス：
コンサルティング、SNS分析ツール、アカウント運用代行、
コンテンツ制作･SNS広告

37

アイスクリームの新商品プロモーションでのULSAAS事例
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国内事業： SNSマーケティング支援事業の年間売上高推移（顧客売上高規模別）

38

SNSマーケティング支援事業 年間売上高推移
（年間顧客売上高を規模別に積上げ）

ストック契約の増加およびアップセルも寄与

売上規模が年間売上２千万円以上の顧客が大きく増加

956

1,434

1,888

（注) 本事業は2018年からスタートしたが、直近3年間の推移として2019年12月期から2021年12月期までを開示。

単価アップの要因

⚫ 当社のサービスと親和性が

高い企業に対する営業及び

サービス提供に成功

⚫ コンテンツ制作が年末商戦･

期末予算獲得に寄与

⚫ 課題解決セミナーでリード

獲得

年間売上高が2千万円以上の顧客の売上高を合計

年間売上高が2千万円未満の顧客の売上高を合計

(百万円)
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(百万円)

単価増加要因

⚫ 中国経済のプラス成長に

合わせ、アウトバウンド需要

注力を継続、順調に事業成長

⚫ 中長期的な成長加速に向け越境

ECプラットフォームなどの新規

サービスの開発を加速

⚫ 越境ECプラットフォームのサー

ビスにおいて、取扱い企業およ

びブランドが順調に増加

（注）本事業は2017年からスタートしたが、直近3年間の推移として2019年12月期から2021年12月期までを開示。

年間売上2億円以上の顧客が大きく増加

クロスバウンド事業 年間売上高推移
（年間顧客売上高を規模別に積上げ）

1,090

1,113

2,974

年間売上高が2億円以上の顧客の売上高を合計

年間売上高が1億円以上の顧客の売上高を合計

年間売上高が1億円未満の顧客の売上高を合計



差別化戦略について

海外事業： DaaS事業のビジネスモデル
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（注）DaaSとは、Data as a Serviceの略

（注）2015年にEffyis社を買収、連結子会社しDaaS事業を追加。
同社買収を通じて事業ポートフォリオにデータ収集および提供機能を有することに成功。

データ提供パートナーの一例

SNSデータアクセス権の販売契約を世界中の多様なデータ提供
元から獲得しているのはEffyis社だけ。主要な同業者として
GNIP社が存在するが、同社はTwitterの子会社でありTwitter
データのみ専門に扱っている。

データ
提供元

SaaS・AI・ビッグデータ
分野の大手企業

顧客

多様な世界中のSNSデータへのアクセス権を販売

世界中のソーシャルメディア

米国

$

$

データ

データ

アジア欧州 日本

DaaS事業

Effyis
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当社の存在意義

- Make the World “HOTTO” –

わたしたちは、人と社会のつながりを再設計し、

世界中の人々が“HOTTO（ほっと） ”できる社会

の実現に貢献します

SNSマーケティング

必要要素

ブロックチェーン技術

必要要素

現在の主力事業 中長期的な事業の種



ブロックチェーン技術を活用したパートナー
シップ証明書を発行し、多様な家族形態が認
められる社会を実現するFamieeプロジェクト
への人的・資金的サポートを通じて、ジェン
ダー平等の実現を支援しています。

SDGsへの取り組み

43

SNSマーケティングで、消費者と企業が直接つ
ながり、会話し、協力することで、製品・サー
ビスの企画・生産から消費までが無駄なく、効
率的に行われる、持続可能な生産・消費の形の
模索に繋げます。

SNSマーケティング ブロックチェーン技術



SDGsへの取り組み

44

多様な家族形態が当たり前に認められる社会を実現するために

1. LGBTカップル等、法律上夫婦・親子と認められない家族に対して、ブロックチェーン技術を活用
した家族関係証明書を発行し、

2. その証明書を根拠に、家族としてのサービスを提供してくれる企業ネットワークを作る
（社内の福利厚生、生命保険の受取人指定、住宅ローン、マイル等）

2022年8時点で大手企業・自治体を含めた73社が導入

ホットリンクが支援しているFamieeの活動の紹介

③パートナーシップ
証明書提示

<利用企業・団体>

④データ照会

<同性パートナー>

⑤福利厚生、
家族向け

サービス適用

①申請

②パートナーシップ
証明書発行

<Famiee> <ブロックチェーン>

①’検証用データ保存



将来見通しに関する注意事項
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• 本発表において提供される資料ならびに情報は、いわゆる「見通し情報」を含みます。

• これらは、現在における見込み、予測およびリスクを伴う想定に基づくものであり、実質的にこれ
らの記述とは異なる結果を招き得る不確実性を含んでおります。

• それらのリスクや不確実性には、一般的な業界ならびに市場の状況、金利、通貨為替変動といった
一般的な国内および国際的な経済状況が含まれます。

• 今後、新しい情報や将来の出来事等があった場合であっても、当社は本発表に含まれる「見通し情
報」の更新・修正を行う義務を負うものではありません。

◼ 株式会社ホットリンク
https://www.hottolink.co.jp/

◼ お問合せ先
https://www.hottolink.co.jp/contact-top/contact/

https://www.hottolink.co.jp/
https://www.hottolink.co.jp/contact-top/contact/

